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スτϨスඍੜ෺Պֶ研究室
https://bsw�.naist.jp/takaHi/
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研究内容
　౰ࣨڀݚͰ͸ɺετϨεΛʮ߃ৗੑ͕保ͨΕͨੜମͷόϥϯεΛ่͢֎෦ཁҼ΍ڥ؀Ҽ子ʯͱఆ͍ٛͯ͠· ɻ͢ඍੜ෺͸ͪͨࢲͷΑ
͏ͳଟࡉ๔ੜ෺ͱҟͳΓɺݸମͱͯ͠ৗʹ͔ڥ؀ΒͷετϨεʹമ͞Ε͍ͯ· ɻ͢ඍੜ෺͸༷ʑͳετϨεʹԠ౴͠ɺࡉ๔಺ͷҨ఻子
ݚͷͪͨࢲมԽʹదԠ͖ͯ͠·ͨ͠ɻڥͷܹ͍͠؀্ٿΔ͜ͱͰɺ஍͢ޚ࿏ͳͲΛ੍ܦɺ୅ँੑ׆作༻ɾ߬ૉޓɺλϯύΫ࣭ؒ૬ݱൃ
·औΓ૊ΜͰ͍ʹڀݚͰ͸ɺඍੜ෺Λର৅ʹҎԼͷΑ͏ͳࣨڀ ɻ͢

）̍߬฼ʹ͓͚Δ৽نͳετϨεԠ౴ɾ଱ੑߏػͷղ明
　ඍੜ෺͸ɺਐԽͷաఔͰετϨεΛਝ଎ʹೝࣝ͠ɺ͔ͭ正֬ʹॲཧ͢ΔγεςϜΛ֫ಘ͓ͯ͠Γɺඍੜ෺ͷڀݚʹΑͬͯ ɺڥ؀దԠ
΍ੜ໋Ԡ౴ͷ ň全ମ૾ŉ Λଊ͑Δ͜ͱ΋ՄೳͰ ɻ͢高౳ੜ෺ͷϞσϧͱ͠ ɺͯ·ͨൃ߬৯඼ɾόΠΦΤλϊʔϧ౳ͷ੡଄ʹॏཁͳ߬฼
Λ༻͍ɺ͕ͪͨࢲ৽ͨʹݟ出༷ͨ͠ʑͳڥ؀ετϨεʹର͢Δࡉ๔ͷԠ౴ɾ଱ੑͷ෼子ߏػΛղ明͠· （͢όΠΦαΠΤϯε）ɻ
 ɾϓϩϦϯͷੜཧత໾ׂͱࡉ๔಺ΦϧΨωϥ΁ͷ༌ૹߏػ
 ɾϓϩϦϯ�ΞϧΪχϯ୅ँΛ介ͨ͠一ࢎԽ஠ૉ（/0）ͷੜ੒ߏػͱੜཧػೳ
 ɾϢϏΩνϯγεςϜʹΑΔҟৗλϯύΫ࣭ͷम෮ɾ෼ղߏػ

̎）ετϨεԠ౴ɾ଱ੑߏػͷ߬ۀ࢈฼ͷҭछ΁ͷԠ༻
　ඍੜ෺ʹΑΔൃ߬ੜ࢈աఔ͸ࡉ๔ʹͱͬͯ ετϨεڥ؀Ͱ͋Δͨ
Ίɺඍੜ෺ͷ༗༻ػೳ（Τλϊʔϧɺ୸ࢎΨεɺຯɾ෩ຯ੒෼ɺΞ
ϛϊࢎɺ༗ػԽ合෺ͷੜ࢈ͳͲ）੍͕͞ݶΕɺൃ߬ੜྗ࢈ʹ΋ݶ
ք͕͋Γ· ɻͦ͢͜Ͱɺݟ͕ͪͨࢲ出ͨ͠ૅجత知ݟΛ׆༻͠ɺε
τϨε଱ੑೳΛ高Ίͨ߬ۀ࢈฼ͷҭछʹԠ༻͢ΔڀݚΛਐΊ͍ͯ
· （͢όΠΦςΫϊϩδʔ）ɻ
 ɾ ετϨε଱ੑߏػͷ高ػೳԽͱ高౓利༻ʹΑΔ߬ۀ࢈฼ͷҭछ
 ɾ Ξϛϊࢎͷ୅ँ੍ߏػޚͱੜཧػೳʹண໨ͨ߬͠ۀ࢈฼ͷҭछ

͍༺Ͱ։ൃͨ߬͠฼ΛࣨڀݚͰ͸ɺ౰ۙ࠷ͨ·　 ɺͯԭೄͷ఻౷ৠཹञͱͯ͠知ΒΕΔ๐੝ͷ঎඼Խ（ϋΠύʔΠʔετ101ɺ͸ͳ͸
ͳϋΠϏεΧε߬฼ࠐ࢓Έɺ尚,".*.63"）ʹ੒ޭ͢ΔͳͲɺ͜Ε·Ͱͷڀݚ੒Ռ͕ண実ʹ実Λ݁ͼɺࣾձʹؐ͞ݩΕ͍ͯ· ɻ͢

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
ʲ研究業੷ʳ
 �）NishimVra et al.
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 �）Ohashi et al.
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 �-� (����)
 �）,oonthonHkaew et al.
 Appl. .iDrobiol. BioteDhnol.
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 �）Anam et al.
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 �）8atanabe et al.
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 �）Ohashi et al.
 +. Ind. .iDrobiol. BioteDhnol.
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 �）Abe et al.
 'ront. (enet.
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 �）.at NanZan et al.
 'E.S :east 3es.
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 �）NishimVra et al.
 +. Biol. Chem.
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��）.Vkai et al.
 .iDrobial Cell
 �
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��）8atanabe et al.
 Appl. EnWiron. .iDrobiol.
 ��
 e�����-�� (����)
��）8atanabe et al.
 Appl. EnWiron. .iDrobiol.
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��）Takpho et al.
 .etab. EnH.
 ��
 ��-�� (����)

ඍੜ෺のະ஌なるύϫーをղ໌しɺਓྨに໾ཱͭඍੜ෺を૑੒しよ͏��

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ඍ生物学、分子生物学、ࡉ๔生物学に関する知識や、୅ँ、߬素などに関する研究の経験をお持ちの方は大ܴ׻ですが、ະ経験の
方も、ඍ生物に対するح޷心とチϟϨンジ精ਆのある方ならきっと大丈夫です。
　研究室の指導方針
　「࿑を੯しまず、ؒ࣌を੯しもう�� 研究を楽しもう��」を研究ポリシーとしています。όイオサイΤンス・テクϊロジーに対する広い知見
と深いઐ門性を݉Ͷ備͑、৯ྐ、ΤωϧΪー、環境、生໋などのݱ୅社会や地球環境が๊͑る様々な課題に対してੵۃ的にチϟϨン
ジできるਓ材のҭ成を目ࢦしています。また、社会ਓになる௚લの重要なظ࣌に、ਓؒ力（マφー、ؾݩ、೤意）を身につけ、๛かな
ਓؒ性をҭむことも大੾と͑ߟています。ཹ学生のׂ合が高いのも当研究室のಛ௃の一つであり、日常的にӳޠがඈͼަう活ؾあ;れ
る研究室です。

この研究で身につく能力
　ඍ生物の様々な機能・機構を理解することによって、ඍ生物の多様性を໌らかにするだけでなく、高౳生物では解ੳが೉しいෳࡶな
生໋ݱ৅に対し、新しい࡞業Ծઆ、解決のώントなどをಋきग़し、それらを科学的にূݕしていくための能力が習得できます。また、
得られた基礎的な研究成Ռを有用なඍ生物ҭ種（߬฼、ೕەࢎ、大௎ە）、物࣭生産（߬素、Ξミϊࢎ、タンύク࣭、όイオ೩料）な
どのόイオテクϊロジー技術の開発に応用するための͑ߟ方や実ࡍのプロセスを学Ϳこともできます。さらに、国内֎での学会発දを
の྆方で身につޠӳ・ޠ的に行ってもらいますので、研究成Ռのまとめ方やプϨθンテーション・ディスカッション能力などを日本ۃੵ
けることもՄ能です。

修了生の活躍の場
　ඍ生物のόイオサイΤンス・テクϊロジーに関するઐ門性を活かし、৯品、化学、製ༀ、発߬・醸造、ΞカデミΞ（大学・研究機関）
などの多様な分野で先ഐたちが活躍しています。

（写真左から）
教授：∁໦　ത࢙ hiro@bs.naist.jp  
准教授：໦ມ　行༤ kimata@bs.naist.jp 
ॿ教：ಹਢ野　྄ r-nasVno@bs.naist.jp
ॿ教：੢ଜ　໌ nishimVra@bs.naist.jp
ॿ教：྆֯　༎一 Z-moro[Vmi@bs.naist.jp
ॿ教：中੉　༝ى子 nakase.ZVkiko@bs.naist.jp
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ʲ共同研究ʳ
ΞサώϏーϧ、味の素、オリΤンタϧ߬฼、݄ ٠ਖ਼फ、 三࿨ञ類、テーϒ、Ωッίーマン、ףܡ
ϧマーク、テクϊーϒϧ、όイオジェット、新ཬञ造、ੴ઒ञ造場、ਆ୩ञ造所、ਆଜञ造 、ಸ
૯合センターなど実੷多数ڵ産業ৼݝྑ




